特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年9月20日426号
木津川秋の花散策　5名で恭仁京大橋から御幸橋まで両岸82箇所の生育地を確認できました。
　この日は木津川希少植物の生育地82カ所全部を確認することにしていました。山城大橋に9時30分集合したのは5人でした。台風接近が報じられるなか快晴でした。
まず左岸を八幡方面に下りました。ヤブカンゾウやニワフジそしてレンリソウ、オオマツヨイグサの群生地などを確認、イヌハギやオオバクサフジの看板と杭の確認、メハジキ、ヤマアマドコロ、キツネノカミソリ、タヌキマメ、スズサイコを確認、ツルボが今を盛りと咲き誇っています。
木津川を代表する砂州を確認。河床低下を示す近鉄鉄橋の露出した橋脚を改めて確認。本当にものすごい河床低下の証拠を目の前にしてひどいものだねと、実感。「普段は余り気にも留めないで電車に乗っているのですけれど」と皆さん呟いておられました。
御幸橋を渡ると向こうに大型土木機械の姿があったので、確認に行ってみると、桂川の中にある遺跡の掘削作業中でした。次に右岸を上流に進みます。11時を過ぎていました。右岸は堤防のゲートがかなりあって思うように進みにくくなっています。
アマナの大群落があり、久御山町や京都府の運動公園の芝生がきれいに手入れされ、子どもたちが野球やサッカーを楽しんでいました。城陽の桜堤や、アラスの排水機場でメガルカヤが目立っています。
なかなかオガルカヤは自動車の中からは確認できませんでした。
山城大橋で12時になりました。ワンドの状況を確認することにしました約10日前のワークショップの時と比べて小さな魚・稚魚がたくさん元気でした。タコノアシも見事に咲き誇っています。ここで昼休憩。午前中参加の堀口さんとここで別れ、里山の会入会をお願いしました。午後は木津川左岸を上流に向かいますと残り少ないカワラナデシコやツルボが元気な開花を確認。オオバクサフジもコバノギボシも咲いていました。この日のとっておきはヒキヨモギの開花を確認できたことでした。一方ウシノシッペイが見つけられなかったのが残念でした。83か所のうち杭や札がなくなっているのが多くありました。

古川水ウォッチング　15日　26名の参加　　
昨年に引き続いての2回目の実施でした。城陽市の皆さんは先日の水害もあって関心も高く、多くの方々にご参加いただきました。皆さんの関心は、汚染の激しい時期と比べるとかなりゴミも少なくなり、臭いも減少して、よくなっているなあということでした。しかしまだまだ不十分で、古川を美しくしていく運動を発展させなければならないと自覚されました。今回は川面の観察時に足元の草花の名前をお知らせすると目を輝かせて次々と質問が寄せられました。また捕獲した魚は多くはなかったのですが、タモロコ等もいて、子供たちが遊べる綺麗な川にという思いが深まったようです。水質だけに高い関心を持っておられたのですが、広く自然を理解することの大切さもご理解いただけたようでした。
稲刈り体験　参加者募集　22日（土）　新米ご飯が楽しみ　
稲の成長はいつになく好天気でした。みのりは十分ではないでしょうか。皆さんのお越しをお待ちしています。22日午前10時普賢寺小学校前に集合ください。参加者の申し込みが少なく神輿の巡行ができるのか心配です。5月に早苗を植え付けで秋の収穫もその手で刈り取りましょう。新米のごはんがたのしみですよ。
秋の草刈り作業始まる　17日　南駐車場完了　
里山農園の3号地5号地6号地7号地8号地の草刈りがしました。3号地は二回目の耕しが終わりました。春には笹竹が生い茂ってどこから手を付けていいのかわからない状況でしたが、少しずつ、粘り強く伐採をしてきますと７枚の田圃が見事に姿を見せています。
その後3回の草刈りを行ってきました。すると元気なクズも刈り取る回数が増えてくるに従って葉の大きさが徐々に小さくなってきて、今ではすっかり小さくなっています。とどめは地面を耕せばかなり大きな打撃を与えられて、よい田圃や畑に生まれ変わるでしょう。この地面を耕して次の植え付けをどうするのか、どのように作物の面倒や生育をさせていくのかを検討しています。青物を作ってみたいと希望される人、一緒に蔬菜栽培を学びたいと思っておられる人、名乗り出てください。お待ちしています。事務局会議ではタラを植え付けてはどうか。葉ボタンなどを作ってはといった意見が寄せられています。
木津川初秋の野鳥観察会23日（日）参加者募集中　
渡りの途中の休憩として最適な場所が木津川だといわれています。ツバメの南への旅たち、鳥の入れ替わりの時期です。数多くの鳥を観察できます。ぜひ多くの方々のご参加をお待ちしています。講師はおなじみの上田光弘先生です。
木津川出張所との希少植物の保全について申し入れ27日（木）
これまで木津川の植物調査を続けてきましたが、ここ2～3年間10月20日以降に行われる堤防の草刈り作業で、管理地として春には刈り取らないでほしいと依頼してきたところを秋にも刈り取らないという事態が起きていて、タヌキマメはとうとう今年生育が確認できなくなりました。口頭での申し入れでは事態が改善されないのでこの27日文書で申し入れることにいたしました。希少植物の保全申し入れと同時に、イタセンパラの復活に向けた木津川への具体策について検討や、取り組みの状況について報告を求める申し入れを行います。
木津川一斉水調査10月6日（土）午前9時から
　30か所以上のサンプルを集めてデータ―を集積しようと計画しています。また、調べてほしい水の持ち込みも受け付けます。定点サンプル採取を求めています。ご連絡ください。
第2回城陽子どもまつり　30日　堤公園　
3000人近くの皆さんが参加されると予想されています。楽しい模擬店も芋ほり、魚とり、鳥観察、植物観察など盛り沢山の取り組みが展開されます。ぜひお越しください。
2013年9月14・15・16日　木津川カヌーの日取り組み検討　
笠置～泉大橋～田辺～流れ橋～枚方～毛馬～大阪大川～八軒家浜
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

